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横
浜
か
ら
相
模
原
に
向

け
て
十
六
号
を
走
り
東
名

横
浜
入
口
を
過
ぎ
る
と

二
四
六
号
と
の
交
差
点
。

こ
の
辺
り
は
常
時
大
渋
滞
。

絵
の
前
方
に
あ
る
よ
う
に

二
四
六
に
は
十
六
号
を
跨

ぐ
高
架
橋
が
あ
る
。
こ
の

高
架
橋
を
も
跨
ぐ
大
高
架

橋
の
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

　

門
型
の
橋
脚
の
前
方
に

は
両
側
の
柱
だ
け
が
建
つ
。

手
前
に
置
か
れ
て
い
る
箱

形
の
構
造
物
は
、
そ
の
柱

を
結
ぶ
梁
の
一
部
。
こ
の

大
き
さ
が
陸
送
の
限
界
な

の
で
、
こ
の
場
所
で
幾
つ

か
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
梁

と
す
る
。
一･

八
キ
ロ
の

高
架
橋
に
な
る
そ
う
だ
。

　

早
く
完
成
し
て
渋
滞
が

解
消
さ
れ
な
い
か
と
思
う

が
、
完
成
す
る
と
、
先
の

相
模
原
で
渋
滞
す
る
の
で

は
・
・
・
と
心
配
に
な
る
。

　

数
十
年
後
、
人
口
の
減

少
社
会
と
な
っ
た
時
、
こ

の
巨
大
な
構
造
物
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
は
ど
う
な
る
の

だ
ろ
う
か
？

町
田
立
体
交
差
工
事
十
六
号
と
二
四
六
号
の
交
差
点

二
〇
一
四
年
三
月

は
り

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展

　

日
曜
ジ
ジ
通
信
の
原
画
と
新
か

な
が
わ
に
連
載
の
「
か
な
が
わ
点

描
」
の
原
画
を
出
品
し
ま
す
。

会
期　

３
月
19
～
31
日

　

但
し
25
日
は
休
館

場
所　

新
国
立
美
術
館

　

観
覧
希
望
の
方
は
ご
連
絡
を
。

無
料
招
待
券
が
30
あ
り
ま
す
。

文科省が竹富町教委に干渉

　
沖
縄
の
竹
富
町
の
社
会

科
教
科
書
に
つ
い
て
文
科

省
が
干
渉
し
て
い
る
。

地
区
協
議
会
で
は

　
竹
富
町
を
含
む
地
区
協

議
会
が
採
用
し
た
と
し
て

い
る
の
は
育
鵬
社
の
教
科

書
。
し
か
し
、
地
区
協
議

会
の
決
定
は
二
転
三
転

し
、
県
教
委
も
再
度
会
議

で
決
め
よ
と
云
っ
て
い

る
。
竹
富
町
は
独
自
に
東

京
書
籍
の
教
科
書
を
採

用
。
文
科
省
は
竹
富
町
に

育
鵬
社
教
科
書
を
採
用
せ

よ
と
干
渉
し
て
い
る
。

二
つ
の
教
科
書
の
違
い

　
東
京
書
籍
は
太
平
洋
戦

争
の
終
結
に
つ
い
て
沖
縄

戦
に
触
れ
て
い
る
の
に
、

育
鵬
社
が
触
れ
た
の
は
天

皇
の
英
断
。
広
島
の
原
爆

に
つ
い
て
育
鵬
社
は
小
さ

な
写
真
だ
け
。
東
京
書
籍

は
見
開
き
で
広
島
市
街
の

焼
け
野
原
を
掲
載
。
育
鵬

社
が
沖
縄
の
基
地
問
題
に

触
れ
て
い
な
い
こ
と
を
竹

富
町
は
問
題
に
し
た
。

教
科
書
選
定
の
歴
史

　
戦
前
は
政
府
の
政
策
が

色
濃
く
教
科
書
に
反
映
さ

れ
た
国
定
教
科
書
。
少
年

を
軍
国
主
義
に
駆
り
立
て

た
。
こ
れ
に
対
す
る
反
省

か
ら
戦
後
は
学
校
毎
に
選

定
。
一
九
六
三
年
、
教
科

書
無
償
配
布
を
期
に
複
数

の
市
町
村
毎
に
選
定
。
国

定
教
科
書
に
近
く
な
っ
て

い
る
。
憲
法
九
条
を
勝
手

に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
安

倍
内
閣
の
も
と
、
危
険
な

動
き
で
は
？

　
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


